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ﾂ＝90σ （0） （0） （0．445714）
26 強制循環方式による力率改善法
つぎに，普通循環方式での有効電力確8は，
胴／ザγ糊R4θ＋3／・五二；㌦2（θ階
　　＝31ぞノ晶／2π〔γ一sinγcos（2α十γ一2δ）十4κsinδ
　　　・｛ε一γcotδsin（α十γ）一sinα｝十、κ2　tanδ（1一ε一27cotδ）
　　　十ル12tanδ（ε一2γcotδ一ε一2πノ3’cotδ）〕　　　・・・・・・…　（15）
但し，K≡κ（α，γ，δ）と〃≡〃（α，γ，δ）は2章参照
さらに，強制循環方式での有効電力確。は，
隅一3／・∬＋アが（θ）Rゴθ＋3／・五llπβガノ（θ）品4θ
　　＝31ぞノ易／2π〔γ一sinγcos（2α十γ一2δ）十4P　sinδ
　　　・｛ε一γcotδsin（α十γ）一sinα｝・十P2tanδ（1一ε一2γcotδ）
　　　十G2tanδ（1一ε一6）〕　　　　　　　　　　　　　・・・・・・…　（16）
但し，P≡P（α，δ）とG≡G（α，γ，δ）は2章参照
　最大電力を与える中央部導通時の各有効電力隔，
確8，確。の値をR焔／2＝1～∫2＝1として求めたのが表
1の（）内に，また肱を1とした比を示す．強制循
環方式を採れば，R＋五～Z，負荷においても電力を有
効に利用することができ，とくに1～／として簡易な抵
抗の外に，例えば蓄電池，電力蓄積装置（超伝導コイ
ル）などを用いる事により，有効電力を増加させる事
ができ，ひいては入力々率も大きく改善できる．
5．むすび
　従来，半波整流回路の誘導性負荷と並列に循環ダイ
オードを接続した場合，次の未整流波で有効電力をよ
り多く取り出す例があった．全波整流では循環設定の
考えはなく，かえってゐ→∞として出力電流の脈動を
抑え平滑一定化する考えにある．
　本稿では，始め半波整流や単相循環方式と同じく，
負荷に並列に交流スイッチのみを置き循環期間を設定
して普通循環方式3f電源回路の入力々率などの解析
を行った．しかし無循環方式の場合と同じく，五負荷
になるほど入力々率は零に向って低下することが分っ
た．これに対し，従来の無効電力を負荷側で有効電力
へと変換させるために，最も簡単な例として循環枝路
の交流スイッチと直列に抵抗Rノを加え，無効電力を
電源に回生させない，いわゆる強制循環方式が考えら
れる．五負荷では，（14），（15）式は零，（16）式の最後の項31～鑑／
2π・02tanδ（1一ε一6）空3X漏G2／2πのみ残る．これよ
りR→0の極限では，無効電流の2乗とリアクタンス
との積は有効電力を示しているとも考えられる．
　故に，強制循環型交流チョッパを用いて，R＋五～五
負荷でも入力々率の改善を計る事が可能となる．
　解析後に，回路設計を行い実験をマイコンゲート制
御のGTO型3f電源回路で，さらに電力フィルタに
よる波形および力率の改善の実験を行う予定であった
が間に合わず，後報にのばしたい．
　終りに，日頃御指導を賜る九大工学部原田教授に感
謝の意を表します．
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